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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 26,333 0.4 575 116.3 1,025 30.0 687 51.5

28年３月期 26,216 △5.7 266 △62.4 788 △39.5 453 △42.6

(注) 包括利益 29年３月期 1,323 百万円 ( ―％) 28年３月期 △703 百万円 ( ―％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 14.20 ― 1.6 1.6 2.2

28年３月期 9.37 ― 1.1 1.2 1.0

(参考) 持分法投資損益 29年３月期 △63百万円 28年３月期 △146百万円
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 64,463 45,184 65.7 875.16

28年３月期 62,862 44,152 65.8 855.22

(参考) 自己資本 29年３月期 42,358百万円 28年３月期 41,393百万円
　

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 3,328 △2,439 △445 6,344

28年３月期 1,918 △2,395 △344 5,901

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 290 64.0 0.7

29年３月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 290 42.3 0.7

30年３月期(予想) ― ― ― ― ―

（注）平成30年３月期の第２四半期末及び期末の配当については未定であります。

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

平成30年３月期の業績予想につきましては、現時点では当社として合理的な算定・予想を行うことができないため、

記載しておりません。

※詳細は、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 ―社、除外 ―社

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 51,755,478 株 28年３月期 51,755,478 株

② 期末自己株式数 29年３月期 3,355,553 株 28年３月期 3,354,234 株

③ 期中平均株式数 29年３月期 48,400,872 株 28年３月期 48,401,716 株

　

(参考) 個別業績の概要

１．平成29年３月期の個別業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 14,528 3.8 443 140.7 937 4.8 621 60.2

28年３月期 13,998 △11.0 184 △83.5 894 △51.7 388 △58.2
　

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

29年３月期 12.85 ―

28年３月期 8.02 ―

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 47,006 38,782 82.5 801.27

28年３月期 44,956 37,933 84.4 783.74

(参考) 自己資本 29年３月期 38,782百万円 28年３月期 37,933百万円

　

※ 決算短信は監査の対象外です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況

（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費や公共投資が盛り上がりに欠けるなど、景気回復の足取りが

鈍い状態で推移しました。また、米国大統領選挙後の円安の進行により、輸出関連産業を中心とする企業業績が

改善しているものの、東アジアや欧米における今後の政治経済情勢などが不透明なことから、景気の先行きは予

断を許さない状況となっております。

　線材加工製品業界におきましては、土木分野及び電力通信分野の需要低迷に加え、獣害防護柵に関する公共予

算の一層の縮小等により、経営環境は依然として厳しい状況が継続しました。

　このような状況の中、当社グループは収益改善に向けて積極的に取り組み、販売面におきましては、普通線

材・特殊線材・鋲螺製品の販売数量が増加したことにより、当連結会計年度の売上高は26,333百万円と前期に比

べ116百万円（0.4％）の増収となりました。

　利益面におきましては、前年度までの設備投資により減価償却費が増加したものの、主原料の仕入価格低下や

エネルギーコストの軽減、増産効果等の好転要因により、営業利益は575百万円と前期に比べ309百万円（116.3

％）の増益、経常利益は1,025百万円と前期に比べ236百万円（30.0％）の増益、親会社株主に帰属する当期純利

益は687百万円と前期に比べ233百万円（51.5％）の増益となりました。

　

また、当社グループは目標とする経営指標を減価償却前営業利益率８％、同経常利益率10％としておりますが、

当連結会計年度の減価償却前営業利益率は8.9％（減価償却前営業利益2,332百万円）、同経常利益率は10.6％

（同経常利益2,782百万円）と目標値をそれぞれ上回りました。

セグメント別の状況は次のとおりであります。

　また、セグメント利益は、営業利益ベースの数値であります。

　

普通線材製品

普通線材を素材とした各種めっき鉄線、また、めっき鉄線を素線とした加工製品からなり、公共土木向けの落

石防止網、じゃかご及び民間向けの各種フェンス等に使用されております。

　土木分野及び第一次産業向けを中心に販売数量が増加したものの、公共予算の縮小に伴う獣害防護柵の受注減

に加え、品種構成の悪化等により、売上高は8,761百万円と前期に比べ197百万円（△2.2％）の減収となりまし

た。一方、営業利益は、減価償却費が増加したものの、主原料の仕入価格低下やエネルギーコストの軽減等によ

り、515百万円と前期に比べ204百万円（65.6％）の増益となりました。

　

特殊線材製品

特殊線材を素材とした硬鋼線、各種めっき鋼線、鋼平線、鋼より線、ワイヤロープ等からなり、電力通信産業

向け、自動車産業向け及び公共土木向け等、多岐に渡って使用されております。

　電力通信分野の需要が低迷したものの、橋梁向け及びワイヤロープ等の販売数量が増加したことにより、売上

高は13,116百万円と前期に比べ90百万円（0.7％）の増収となりました。営業損失は、主原料の仕入価格低下やエ

ネルギーコストの軽減、増産効果等により、117百万円と前期に比べ41百万円（前期は159百万円の損失）の減少

となりました。

　

鋲螺線材製品

鋲螺線材を素材としたトルシア形高力ボルト、六角高力ボルト及びＧＮボルト等からなり、主として建築業向

けに使用されております。販売数量増により、売上高は3,836百万円と前期に比べ234百万円（6.5％）の増収とな

りました。営業利益は、減価償却費が増加したものの、販売面の要素に加え、エネルギーコストの軽減や主原料

の仕入価格低下等により、83百万円と前期に比べ60百万円（269.4％）の増益となりました。

　

不動産賃貸

主に個人住宅向賃貸用不動産を所有・経営しており、売上高は137百万円と前期とほぼ同額（△0.1％）となり、

セグメント利益も81百万円とほぼ同額（△0.8％）となりました。

　

その他

めっき受託加工及び副産物の売上高は480百万円と前期に比べ11百万円（△2.2％）の減収となりましたが、め

っき受託加工の採算を改善できたことにより、セグメント利益は12百万円と前期に比べ3百万円（37.7％）の増益

となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

　（資産、負債及び純資産の状況）

①資産の部

当連結会計年度末の総資産は64,463百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,601百万円の増加となりまし

た。流動資産は28,869百万円となり、前連結会計年度末に比べ13百万円の増加となりました。これは主に電子

記録債権と有価証券の増加が現金及び預金の減少を上回ったことによるものであります。固定資産は35,594百

万円となり、前連結会計年度末に比べ1,587百万円の増加となりました。これは主に投資有価証券の増加が有形

固定資産の減少を上回ったことによるものであります。

　

②負債の部

当連結会計年度末の負債合計は19,279百万円となり、前連結会計年度末に比べ569百万円の増加となりまし

た。流動負債は9,462百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,863百万円の減少となりました。これは主に１

年内返済予定の長期借入金の減少によるものであります。固定負債は9,817百万円となり、前連結会計年度末に

比べ3,432百万円の増加となりました。これは主に長期借入金の増加によるものであります。

　

③純資産の部

当連結会計年度末の純資産合計は45,184百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,032百万円の増加となりま

した。これは主にその他有価証券評価差額金の増加によるものであります。この結果、自己資本比率は65.7％

となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、6,344百万円となり、前連結会計年

度末に比べ443百万円（7.5%）の増加となりました。なお、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況

と主な要因は次のとおりであります。

　

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果得られた資金は、3,328百万円となり、前期に比べ1,409百万円（73.5%）の増加となりまし

た。これは主に、仕入債務の増減額の増加への転換、その他流動負債の増減額の増加への転換、税金等調整前

当期純利益の増加、法人税等の支払額の減少、減価償却費の増加がその他流動資産の増減額の増加への転換及

び売上債権の増加額の増加を上回ったことによるものであります。

　

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は、2,439百万円となり、前期に比べ43百万円（1.8%）の増加となりました。こ

れは主に、投資有価証券の売却による収入の減少、投資有価証券の取得による支出の増加が有形・無形固定資

産の取得による支出の減少、定期預金の純増減額の減少及び有価証券の売却による収入の増加を上回ったこと

によるものであります。

　

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、445百万円となり、前期に比べ100百万円（29.2%）の増加となりました。こ

れは主に、短期借入金の純増減額の減少への転換が長期借入金の純増減額の増加を上回ったことによるもので

あります。

（４）今後の見通し

足元では、原料炭価格やスクラップ市況の上昇を受けた線材ロッド価格の高騰、亜鉛価格の急騰、原油価格の

反転によるエネルギーコストの増加等、急激かつ大幅なコストプッシュに直面しています。これらの調達コスト

増を製品価格に適切かつタイムリーに転嫁することが当社の収益を確保する上で不可欠であります。

　今後の見通しにつきましては、主原料価格及び製品価格の動向が不透明であること等から、現時点では当社と

して合理的な算定・予想を行うことができません。従いまして、平成29年度の業績予想については未定とし、合

理的な算定が可能となった時点で速やかに開示いたします。

決算短信（宝印刷） 2017年05月09日 14時59分 5ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



日亜鋼業株式会社(5658) 平成29年３月期 決算短信

― 4 ―

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しいため、

会計基準につきましては日本基準を適用しております。

決算短信（宝印刷） 2017年05月09日 14時59分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



日亜鋼業株式会社(5658) 平成29年３月期 決算短信

― 5 ―

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,401,278 10,144,861

受取手形及び売掛金 7,699,607 7,601,956

電子記録債権 1,651,415 1,844,496

有価証券 501,468 735,882

製品 5,276,240 5,070,340

仕掛品 984,841 860,450

原材料及び貯蔵品 2,083,795 2,095,174

繰延税金資産 101,040 230,805

その他 231,630 289,762

貸倒引当金 △75,676 △4,537

流動資産合計 28,855,640 28,869,192

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,470,212 4,309,833

機械装置及び運搬具（純額） 4,491,098 3,646,111

土地 9,110,955 9,110,955

建設仮勘定 50,677 197,742

その他（純額） 124,053 119,948

有形固定資産合計 18,246,997 17,384,590

無形固定資産

ソフトウエア 868,081 696,886

ソフトウエア仮勘定 9,480 11,130

その他 5,262 4,806

無形固定資産合計 882,824 712,823

投資その他の資産

投資有価証券 12,680,518 15,490,030

長期貸付金 497,027 494,266

退職給付に係る資産 144,318 148,176

繰延税金資産 110,869 546

破産更生債権等 - 169,785

その他 1,473,109 1,290,304

貸倒引当金 △28,862 △95,896

投資その他の資産合計 14,876,981 17,497,212

固定資産合計 34,006,803 35,594,626

資産合計 62,862,443 64,463,819
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当連結会計年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,792,699 2,844,151

電子記録債務 1,968,339 2,030,891

短期借入金 2,438,882 1,397,908

1年内返済予定の長期借入金 3,352,000 964,000

未払金 624,055 812,961

未払法人税等 163,830 368,036

賞与引当金 204,338 214,004

設備関係支払手形 121,662 131,955

営業外電子記録債務 116,248 70,048

その他 543,329 628,046

流動負債合計 12,325,387 9,462,005

固定負債

長期借入金 3,469,000 6,705,000

繰延税金負債 982,641 1,087,927

役員退職慰労引当金 117,295 149,279

退職給付に係る負債 1,765,853 1,825,061

その他 49,895 49,895

固定負債合計 6,384,685 9,817,163

負債合計 18,710,073 19,279,169

純資産の部

株主資本

資本金 10,720,068 10,720,068

資本剰余金 10,888,051 10,888,051

利益剰余金 20,098,300 20,495,062

自己株式 △1,020,490 △1,020,810

株主資本合計 40,685,929 41,082,372

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 561,986 1,085,382

為替換算調整勘定 323,462 321,067

退職給付に係る調整累計額 △177,754 △130,085

その他の包括利益累計額合計 707,694 1,276,364

非支配株主持分 2,758,746 2,825,912

純資産合計 44,152,370 45,184,650

負債純資産合計 62,862,443 64,463,819
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 26,216,625 26,333,159

売上原価 22,113,124 21,612,896

売上総利益 4,103,501 4,720,262

販売費及び一般管理費

発送運賃 1,331,535 1,356,647

荷造費 275,781 315,553

貸倒引当金繰入額 △34,765 825

役員報酬 212,463 214,958

給料 813,229 822,868

賞与引当金繰入額 51,790 59,789

退職給付費用 43,184 66,879

役員退職慰労引当金繰入額 32,806 32,411

福利厚生費 220,032 225,163

賃借料 120,535 121,397

雑費 770,715 928,091

販売費及び一般管理費合計 3,837,309 4,144,583

営業利益 266,191 575,679

営業外収益

受取利息 125,784 132,897

受取配当金 420,449 200,426

有価証券売却益 202,459 76,721

受取賃貸料 30,144 30,949

保険解約返戻金 8,037 108,417

太陽光売電収入 24,699 60,206

雑収入 48,626 47,386

営業外収益合計 860,201 657,006

営業外費用

支払利息 82,350 70,992

持分法による投資損失 146,885 63,852

太陽光売電原価 20,326 42,329

災害による損失 - 10,028

為替差損 57,042 -

雑支出 31,194 20,343

営業外費用合計 337,799 207,546

経常利益 788,593 1,025,139
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 447 261

特別利益合計 447 261

特別損失

固定資産除売却損 44,741 17,942

投資有価証券評価損 14,315 4,870

解体撤去費用 29,174 6,126

労務災害補償金 26,083 -

特別損失合計 114,314 28,939

税金等調整前当期純利益 674,726 996,460

法人税、住民税及び事業税 240,063 378,336

法人税等調整額 △21,476 △155,982

法人税等合計 218,587 222,353

当期純利益 456,139 774,107

非支配株主に帰属する当期純利益
又は非支配株主に帰属する当期純損失（△）

2,425 86,937

親会社株主に帰属する当期純利益 453,713 687,169
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当期純利益 456,139 774,107

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △941,838 524,188

為替換算調整勘定 △38,486 △71,667

退職給付に係る調整額 △167,185 62,221

持分法適用会社に対する持分相当額 △11,741 34,156

その他の包括利益合計 △1,159,252 548,899

包括利益 △703,113 1,323,006

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △640,129 1,255,839

非支配株主に係る包括利益 △62,984 67,166
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 10,720,068 10,888,051 19,934,999 △1,020,180 40,522,938

会計方針の変更による

累積的影響額
-

会計方針の変更を反映した

当期首残高
10,720,068 10,888,051 19,934,999 △1,020,180 40,522,938

当期変動額

剰余金の配当 △290,412 △290,412

親会社株主に帰属する

当期純利益
453,713 453,713

自己株式の取得 △309 △309

自己株式の処分 -

連結範囲の変動 -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
-

当期変動額合計 - - 163,300 △309 162,990

当期末残高 10,720,068 10,888,051 20,098,300 △1,020,490 40,685,929

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 1,497,319 - 354,832 △50,614 1,801,537 2,821,730 45,146,205

会計方針の変更による

累積的影響額
-

会計方針の変更を反映した

当期首残高
1,497,319 - 354,832 △50,614 1,801,537 2,821,730 45,146,205

当期変動額

剰余金の配当 △290,412

親会社株主に帰属する

当期純利益
453,713

自己株式の取得 △309

自己株式の処分 -

連結範囲の変動 -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△935,332 - △31,369 △127,139 △1,093,842 △62,984 △1,156,826

当期変動額合計 △935,332 - △31,369 △127,139 △1,093,842 △62,984 △993,835

当期末残高 561,986 - 323,462 △177,754 707,694 2,758,746 44,152,370
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当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 10,720,068 10,888,051 20,098,300 △1,020,490 40,685,929

会計方針の変更による

累積的影響額
-

会計方針の変更を反映した

当期首残高
10,720,068 10,888,051 20,098,300 △1,020,490 40,685,929

当期変動額

剰余金の配当 △290,406 △290,406

親会社株主に帰属する

当期純利益
687,169 687,169

自己株式の取得 △319 △319

自己株式の処分 -

連結範囲の変動 -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
-

当期変動額合計 - - 396,762 △319 396,443

当期末残高 10,720,068 10,888,051 20,495,062 △1,020,810 41,082,372

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 561,986 - 323,462 △177,754 707,694 2,758,746 44,152,370

会計方針の変更による

累積的影響額
-

会計方針の変更を反映した

当期首残高
561,986 - 323,462 △177,754 707,694 2,758,746 44,152,370

当期変動額

剰余金の配当 △290,406

親会社株主に帰属する

当期純利益
687,169

自己株式の取得 △319

自己株式の処分 -

連結範囲の変動 -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
523,395 - △2,394 47,668 568,670 67,166 635,836

当期変動額合計 523,395 - △2,394 47,668 568,670 67,166 1,032,280

当期末残高 1,085,382 - 321,067 △130,085 1,276,364 2,825,912 45,184,650
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 674,726 996,460

減価償却費 1,629,353 1,756,954

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35,740 422

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,649 9,666

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 86,444 138,963

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,647 31,983

受取利息及び受取配当金 △546,234 △333,323

支払利息 82,350 70,992

持分法による投資損益（△は益） 146,885 63,852

有価証券売却損益（△は益） △202,459 △76,721

投資有価証券評価損益（△は益） 14,315 4,870

固定資産除売却損益（△は益） 44,293 17,680

たな卸資産の増減額（△は増加） 367,641 307,523

売上債権の増減額（△は増加） △19,784 △137,417

仕入債務の増減額（△は減少） △552,845 118,504

未払消費税等の増減額（△は減少） 137,918 71,777

その他の流動資産の増減額（△は増加） 199,066 △16,779

その他の流動負債の増減額（△は減少） △172,845 257,836

その他の固定資産の増減額（△は増加） △72,203 8,397

その他の固定負債の増減額（△は減少） △876 -

その他 81,913 6,137

小計 1,882,218 3,297,781

利息及び配当金の受取額 545,606 337,297

利息の支払額 △82,884 △73,201

損害賠償金の支払額 △42,500 -

法人税等の支払額 △383,969 △233,487

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,918,470 3,328,389
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,700,000 △6,200,000

定期預金の払戻による収入 6,700,000 6,900,000

有価証券の売却による収入 152,353 502,843

投資有価証券の取得による支出 △2,503,467 △3,320,484

投資有価証券の売却による収入 3,219,561 579,702

有形固定資産の取得による支出 △2,688,179 △811,941

有形固定資産の売却による収入 615 343

無形固定資産の取得による支出 △461,382 △28,803

ゴルフ会員権の取得による支出 - △1,000

貸付けによる支出 △227,986 △60,640

貸付金の回収による収入 113,007 605

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,395,477 △2,439,375

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 754,602 △1,002,471

長期借入れによる収入 800,000 4,200,000

長期借入金の返済による支出 △1,607,000 △3,352,000

自己株式の取得による支出 △309 △319

リース債務の返済による支出 △1,697 △796

配当金の支払額 △290,477 △290,032

財務活動によるキャッシュ・フロー △344,882 △445,619

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,273 188

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △830,162 443,583

現金及び現金同等物の期首残高 6,731,440 5,901,278

現金及び現金同等物の期末残高 5,901,278 6,344,861
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、これによる当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結

会計年度から適用しております。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社及び連結子会社の報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検証を行う対象となっているも

のであります。

　当社及び連結子会社は、本社に素材別の販売部を置き、各販売部は取り扱う製品について主に国内での販売活動

を展開しております。

従って、当社及び連結子会社は主として素材別セグメントから構成されており、「普通線材製品」、「特殊線材

製品」、「鋲螺線材製品」及び「不動産賃貸」の４つを報告セグメントとしております。
　

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
　

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　 前連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)
(単位：千円)

報告セグメント

普通線材製品 特殊線材製品 鋲螺線材製品 不動産賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 8,959,368 13,025,484 3,601,860 137,943 25,724,657

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,959,368 13,025,484 3,601,860 137,943 25,724,657

セグメント利益又は損失(△) 311,418 △159,401 22,521 82,457 256,994

セグメント資産 10,387,646 16,975,243 3,863,218 2,035,370 33,261,478

その他の項目

減価償却費 652,066 791,066 120,518 38,021 1,601,672

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

968,223 784,467 114,518 ― 1,867,208

　

その他(注)１ 合計 調整額(注)２
連結損益計算書
計上額(注)３

売上高

外部顧客への売上高 491,968 26,216,625 ― 26,216,625

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ―

計 491,968 26,216,625 ― 26,216,625

セグメント利益又は損失(△) 9,197 266,191 ― 266,191

セグメント資産 866,170 34,127,649 28,734,794 62,862,443

その他の項目

減価償却費 10,081 1,611,754 17,598 1,629,353

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

8,068 1,875,277 393,744 2,269,021

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、めっき受託加工等を含んでおり

　 ます。

　 ２. 調整額は、以下のとおりであります。

　 (1) セグメント資産の調整額28,734,794千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。

　 全社資産は、主に現金及び預金、投資有価証券、本社建物等であります。

　 (2) 減価償却費の調整額17,598千円は、太陽光発電設備に係る減価償却費であります。

　 (3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額393,744千円は、太陽光発電設備等の設備投資額であ

　 ります。

　 ３. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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　 当連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

普通線材製品 特殊線材製品 鋲螺線材製品 不動産賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 8,761,454 13,116,403 3,836,528 137,825 25,852,210

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 8,761,454 13,116,403 3,836,528 137,825 25,852,210

セグメント利益又は損失(△) 515,632 △117,575 83,197 81,757 563,012

セグメント資産 9,554,492 16,404,859 4,187,989 2,000,455 32,147,796

その他の項目

減価償却費 750,063 783,400 146,089 35,529 1,715,083

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

77,260 326,511 311,122 ― 714,894

　

その他(注)１ 合計 調整額(注)２
連結損益計算書
計上額(注)３

売上高

外部顧客への売上高 480,948 26,333,159 ― 26,333,159

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ―

計 480,948 26,333,159 ― 26,333,159

セグメント利益又は損失(△) 12,667 575,679 ― 575,679

セグメント資産 861,294 33,009,090 31,454,728 64,463,819

その他の項目

減価償却費 8,749 1,723,832 33,121 1,756,954

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

7,160 722,054 83,386 805,441

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、めっき受託加工等を含んでおり

　 ます。

　 ２. 調整額は、以下のとおりであります。

　 (1) セグメント資産の調整額31,454,728千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。

　 全社資産は、主に現金及び預金、投資有価証券、本社建物等であります。

　 (2) 減価償却費の調整額33,121千円は、太陽光発電設備に係る減価償却費であります。

　 (3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額83,386千円は、全社システム追加開発等の設備投資額

　 であります。

　 ３. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 855.22円 875.16円

１株当たり当期純利益金額 9.37円 14.20円

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
前連結会計年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 453,713 687,169

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 453,713 687,169

期中平均株式数(株) 48,401,716 48,400,872

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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